
１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
市
営
の
一
般
乗
合
バ
ス
事
業
は
、
市
の
中
心

部
の
主
要
駅
か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
百
四
十
六
路
線
、

営
業
キ
ロ
五
百
五
十
五
キ
ロ
、
在
籍
車
両
千
三
両
を

も
っ
て
一
日
当
た
り
約
四
十
七
万
人
の
乗
客
の
輸
送

を
分
担
し
て
い
る
（
平
成
五
年
度
末
現
在
）
。
こ
の

輸
送
規
模
は
、
神
奈
川
中
央
交
通
を
は
じ
め
と
す
る

市
内
で
営
業
し
て
い
る
民
営
バ
ズ
事
業
者
七
社
合
計

の
事
業
規
模
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。
輸
送
を
分

担
す
る
エ
リ
ア
は
、
市
営
が
旧
市
街
地
か
ら
徐
々
に

路
線
を
周
辺
部
に
拡
大
し
て
き
た
の
に
対
し
、
民
営

バ
ス
が
外
周
部
を
主
な
エ
リ
ア
と
し
て
き
た
こ
と
を

反
映
し
、
市
営
バ
ス
の
事
業
エ
リ
ア
を
民
営
各
社
が

取
り
巻
く
よ
う
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

営
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
中

区
の
本
牧
地
区
周
辺
を
除
い
て
は
、
民
営
バ
ス
と
競

合
す
る
路
線
が
多
い
（
市
営
バ
ス
の
営
業
キ
ロ
五
百

い
う
事
業
体
の
性
格
、
さ
ら
に
は
市
内
で
最
大
の
シ
ェ

ア
を
も
つ
こ
と
か
ら
も
、
市
営
バ
ス
は
「
ゆ
め
は
ま

2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
鉄
道
が

整
備
さ
れ
た
り
、
路
線
バ
ス
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
最
寄
駅
ま
で
お
お
む

ね
十
五
分
以
内
で
到
達
で
き
ま
す
」
と
い
う
目
標
を

早
期
に
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
十
五
分
構
想
」
の
達
成
に
は
、
鉄
道
網
の
整
備

や
、
道
路
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
走
行
環
境
の
整

備
と
並
ん
で
、
市
営
バ
ス
路
線
の
再
編
整
備
が
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、
「
健
全
化
委

員
会
」
の
審
議
と
並
行
し
て
行
っ
た
市
営
バ
ス
路
線

の
設
定
・
改
廃
に
関
す
る
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
調
査
・
分
析
を
私
見
を
交
え
な
が
ら
紹
介
す
る

と
共
に
、
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
十
五
分
構
想
」

達
成
に
あ
た
っ
て
の
経
営
上
の
問
題
点
を
考
察
す
る

こ
と
と
す
る
。

五
十
五
キ
ロ
中
約
二
百
七
十
キ
ロ
が
民
営
バ
ス
と
競

合
）
。

　
平
成
六
年
八
月
に
、
市
長
あ
て
に
答
申
さ
れ
た

「
横
浜
市
交
通
事
業
経
営
健
全
化
委
員
会
」
の
最
終

答
申
で
は
、
市
営
交
通
は
、
総
合
的
な
行
政
運
営
の

一
環
、
す
な
わ
ち
「
都
市
経
営
」
の
視
点
に
た
っ
て
、

関
係
局
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
必
要
性
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
市
営
」
で
あ
る
と

①
－
問
題
意
識
と
解
決
の
方
策

　
市
営
バ
ス
は
、
約
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
在
籍

車
両
約
千
両
を
も
っ
て
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

路
線
を
設
定
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
限
ら
れ
た
事

業
規
模
の
中
で
輸
送
力
が
細
分
化
さ
れ
、
黒
字
路
線

の
減
少
と
、
運
行
回
数
の
少
な
い
赤
字
路
線
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
経
営
健
全
化
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
路
線
の
設
定
・
改
廃
に
関
し
て
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
と
共
に
経
営
面
で
も

最
適
な
基
準
を
策
定
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
路
線
の
再

編
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
、
企
業
と
し
て
の
負
担

の
範
囲
を
越
え
て
、
適
切
な
公
共
助
成
の
下
に
運
行

す
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
行
政
路
線
」
の
範
囲
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や

改
廃
を
経
営
面
か
ら
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現

状
の
バ
ス
路
線
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
（
系
統
距
離
と
運

行
回
数
）
が
経
営
面
か
ら
み
て
最
適
と
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
路
線
の
採
算
性

を
論
議
す
る
指
標
と
し
て
通
常
使
用
し
て
い
る
「
営

業
係
数
」
（
当
該
路
線
の
総
費
用
÷
。
当
該
路
線
の
総

収
入
×
一
〇
〇
）
は
、
あ
く
ま
で
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
運
行
回
数
や
系

統
距
離
を
変
化
さ
せ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
乗

客
数
が
変
動
し
、
こ
の
こ
と
は
、
乗
客
数
を
説
明
す

る
要
因
（
需
要
関
数
）
の
一
つ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
水

準
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
運
行
に
要

す
る
コ
ス
ト
も
労
働
集
約
的
な
バ
ス
事
業
に
お
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
先
に
掲
げ
た
営
業
係
数
は
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
変
化
さ
せ
れ
ば
こ
れ
に
連
動
し
て
変
化

す
る
こ
と
と
な
り
、
路
線
の
廃
止
や
新
設
す
る
か
否

１
‐
は
じ
め
に

２
－
市
営
バ
ス
路
線
の
設
定
・
改
廃
問
題

３
－
「
十
五
分
構
想
」
と
公
共
助
成
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題

４
－
今
後
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課
題
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に
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か
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
適
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
説

明
変
数
の
一
部
と
す
る
需
要
関
数
と
費
用
関
数
を
推

計
し
、
経
済
学
的
手
法
を
用
い
て
路
線
の
設
定
・
改

廃
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
－
需
要
関
数
の
推
計

　
市
営
バ
ス
で
は
、
平
成
四
年
十
一
月
に
全
路
線
の

乗
降
客
数
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
各
路

線
の
利
用
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
営
バ
ス
全
体
の
平
日
一
日
分
の
乗
降
客
数

を
系
統
・
停
留
所
・
時
間
帯
・
券
種
ご
と
に
カ
ウ
ン

ト
し
、
全
数
を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
路
線
ご
と
の
乗
客

数
を
推
計
す
る
次
の
よ
う
な
関
数
を
作
成
し
た
。

　
乗
車
人
員
ｔ
＝
Ｇ
（
系
統
距
離
、
運
行
回
数
、
キ

　
　
ロ
当
た
り
圏
域
人
口
、
開
設
期
間
、
圏
域
繁
華

　
　
街
数
、
圏
域
駅
数
、
圏
域
学
校
数
、
競
合
指
数
、

　
　
頻
度
増
効
果
指
数
、
諸
ダ
ミ
―
･
　
　
　
･
）

　
各
係
数
の
推
計
結
果
の
一
部
を
、
表
－
１
に
示
す
。

各
変
数
の
詳
細
な
定
義
は
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で

は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

③
－
費
用
関
数
と
経
済
学
的
分
析
に
よ
る
路
線
の
設

　
　
定
基
準

　
費
用
は
人
件
費
・
燃
料
費
な
ど
の
直
接
費
（
可
変

費
用
）
と
減
価
償
却
費
な
ど
の
間
接
費
（
固
定
費
用
）

か
ら
な
る
が
、
生
産
量
（
乗
客
数
）
と
の
関
係
を
表

し
た
詳
細
な
費
用
関
数
は
現
段
階
で
は
未
推
計
で
あ

る
。
こ
れ
が
得
ら
れ
れ
ば
、
微
分
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
限
界
費
用
（
一
単
位
追
加
生
産
す
る
こ

と
に
よ
る
逓
増
費
用
‥
総
費
用
曲
線
の
接
線
の
傾
き

で
表
さ
れ
、
そ
の
積
分
値
は
可
変
費
用
を
表
す
）
と

の
関
係
か
ら
、
経
済
学
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

言
え
る
。

　
図
－
１
に
お
い
て
、
Ｄ
－
Ｄ
は
需
要
曲
線
、
Ｍ
Ｃ

は
限
界
費
用
曲
線
で
あ
る
。
最
適
な
価
格
と
需
給
量

は
、
需
要
曲
線
と
限
界
費
用
曲
線
が
交
わ
り
、
社
会

的
余
剰
が
最
大
と
な
る
点
Ａ
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
た

(一部)需要関数の推定結果表－１

だ
し
、
本
分
析
に
お
い
て
は
、
縦
軸
の
価
格
は
、
運

賃
を
一
定
と
仮
定
し
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
逆
数
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
均
一

料
金
下
に
お
い
て
は
、
系
統
距
離
が
短
く
な
れ
ば
単

位
距
離
当
た
り
の
運
賃
（
価
格
）
が
高
く
な
り
、
ま

た
、
運
行
回
数
が
少
な
く
な
れ
ば
利
用
者
の
待
ち
時

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
．
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

図一１　必需路線図一２　需要が過小のケース図一３　赤字路線
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間
が
多
く
な
り
、
失
わ
れ
る
時
間
的
価
値
（
価
格
）

が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
最
適
な
価
格
と
需
給
量
が
求
め
ら
れ
る
か
否

か
（
社
会
的
余
剰
が
存
在
す
る
か
否
か
）
が
、
営
業

係
数
に
代
わ
っ
て
経
済
学
的
に
み
た
場
合
の
バ
ス
路

線
の
新
設
・
廃
止
の
基
準
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
図
一

２
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
需
要
規
模
が
小
さ
く
、
需

要
曲
線
と
限
界
費
用
曲
線
の
交
点
が
存
在
し
な
い
よ

う
な
路
線
の
場
合
、
仮
に
Ｂ
点
で
供
給
を
行
っ
た
と

す
る
と
、
斜
線
で
示
さ
れ
る
部
分
の
直
接
費
用
が
損

失
と
な
り
、
運
行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
損
失
が
累
積
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
社

会
的
余
剰
の
存
在
す
る
路
線
を
「
必
需
路
線
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
。

④
－
必
需
路
線
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策

　
必
需
路
線
と
し
て
定
義
さ
れ
た
路
線
群
は
全
体
と

し
て
は
赤
字
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
理
論
的
な

理
由
は
、
図
－
３
に
示
ず
よ
う
に
、
需
要
曲
線
（
Ｄ

－
’
D
）
が
平
均
費
用
曲
線
Ａ
Ｃ
よ
り
も
下
に
位
置
す

る
場
合
に
は
、
最
適
点
で
賄
わ
れ
る
費
用
は
運
行
に

要
す
る
直
接
費
用
（
可
変
費
用
）
だ
け
で
あ
り
、
固

定
費
用
を
賄
い
き
れ
な
い
た
め
、
そ
の
分
だ
け
が
赤

字
と
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
赤
字
路
線
が
多
数
あ
る

場
合
に
は
、
黒
字
路
線
の
黒
字
で
赤
字
路
線
の
赤
字

を
賄
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
内
部
補
助
を
お
こ
な
っ
て

も
、
事
業
全
体
と
し
て
は
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
面
で
は
、
バ
ス
路
線
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
経
験
的
な
知
識
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

る
た
め
、
経
済
理
論
上
の
最
適
点
で
供
給
し
て
い
る

と
は
限
ら
ず
、
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
図
－

４
に
示
す
よ
う
な
水
準
で
供
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、

三
角
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
囲
ま
れ
た
分
だ
け
直
接
費
で
も
赤

字
を
生
じ
、
ま
た
そ
の
反
対
の
場
合
に
は
、
図
－
５

に
示
す
よ
う
に
本
来
固
定
費
回
収
に
回
せ
る
は
ず
だ
っ

た
斜
線
部
分
（
生
産
者
余
剰
）
が
Ａ
点
で
供
給
す
る

こ
と
に
よ
り
過
少
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
赤
字
体
質
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に

は
、
次
に
挙
げ
る
諸
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

ア
運
行
回
数
の
増
減
に
よ
る
収
益
性
の
向
上

　
こ
の
分
析
で
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
需
要
関
数
と

費
用
関
数
を
分
析
し
、
運
行
回
数
を
増
減
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
最
適
の
需
給
点
ま
で
シ
フ
ト
さ
せ
れ
ば
、

収
益
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
交
通

経
済
学
上
で
は
、
価
格
を
最
適
点
よ
り
若
干
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
受
け
る
便
益
（
消

費
者
余
剰
）
を
犠
牲
に
し
て
生
産
者
余
剰
を
増
や
し

て
収
益
性
を
向
上
さ
せ
、
社
会
的
余
剰
が
あ
る
が
独

立
採
算
下
で
は
赤
字
路
線
と
な
る
必
需
路
線
を
運
行

す
る
と
い
う
方
法
が
次
善
の
策
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
（
ラ
ム
ゼ
イ
・
ル
ー
ル
）
。

イ
路
線
の
統
合
・
長
大
路
線
の
短
絡
化
に
よ
る
収
益

性
の
向
上

　
表
－
２
に
示
す
と
お
り
、
系
統
距
離
と
運
行
回
数

か
ら
市
営
バ
ス
路
線
の
収
益
性
を
分
析
す
る
と
、
系

統
距
離
が
短
く
、
か
つ
高
頻
度
で
運
行
す
る
路
線
に

収
益
性
の
高
い
路
線
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
路
線
を
統
合
・
短
絡
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
収
益
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

ウ
内
部
効
率
化
の
推
進

　
乗
務
員
の
ハ
ン
ド
ル
時
分
の
引
き
上
げ
や
乗
務
員

の
嘱
託
化
な
ど
、
内
部
効
率
化
に
よ
っ
て
費
用
を
低

減
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
本
市
交
通
事
業
に
お

い
て
も
、
昨
年
大
規
模
な
省
力
化
交
渉
を
行
い
、
労

組
の
理
解
を
得
て
本
年
度
か
ら
段
階
的
に
着
手
し
て

い
る
。
ま
た
、
嘱
託
化
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
に

比
べ
約
五
〇
％
の
人
件
費
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る

外
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎
え
て
、
退
職
者
の
再

雇
用
職
場
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

３
一
「
十
五
分
構
想
」
と
公
共
助
成
問
題

①
－
十
五
分
構
想
未
達
成
地
区
と
実
現
の
条
件

　
市
営
バ
ス
の
停
留
所
は
約
千
二
百
ヵ
所
あ
り
、
こ

の
う
ち
、
住
宅
地
か
ら
最
寄
駅
ま
で
十
五
分
以
内
で

到
達
で
き
な
い
地
域
は
、
現
在
の
鉄
道
整
備
水
準
や

バ
ス
の
路
線
網
と
走
行
環
境
（
表
定
速
度
一
三
・
九

㎞
／
ｈ
）
の
も
と
で
は
、
約
百
ヵ
所
程
度
が
十
二
地

区
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
道
路

状
況
等
に
よ
り
バ
ス
が
運
行
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る

バ
ス
路
線
の
空
白
地
域
も
市
内
に
点
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
「
十
五
分
構
想
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
次
の
施
策
が
必
要
と
な
る
。

①
バ
ス
路
線
の
再
編
成
に
よ
る
路
線
網
の
整
備
拡
充

②
道
路
が
狭
陰
な
地
区
へ
の
小
型
バ
ス
の
導
入

③
地
区
幹
線
道
路
等
道
路
網
の
整
備

④
駅
前
広
場
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

⑤
走
行
環
境
の
改
善
（
違
法
駐
車
対
策
、
バ
ス
専
用
・

優
先
レ
ー
ン
等
バ
ス
優
先
通
行
措
置
の
拡
充
・
強
化
）

⑥
鉄
道
網
の
整
備

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
う
ち
、
市
営
バ
ス
が
事
業
者
と

し
て
単
独
で
な
し
得
る
の
は
①
と
②
で
あ
る
。
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
市
営
バ
ス
路
線
は
長
大
路
線
を
短

絡
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

バ
ス
路
線
を
最
寄
駅
へ
短
絡
化
す
る
こ
と
は
、
基
本

的
に
は
経
営
面
か
ら
み
て
も
望
ま
し
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
②
の
小
型
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
お
客
様
が
集
中
す
る
路
線
が
多
く
、
車
両

図一４図一５
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の
投
入
台
数
の
増
大
と
こ
れ
に
伴
う
必
要
乗
務
員
数

の
増
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

費
用
面
か
ら
の
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
③
か
ら
⑤
ま
で
の
諸
施
策
は
、
実
現
さ
れ

れ
ば
バ
ス
の
運
行
速
度
や
車
両
運
用
の
効
率
性
が
高

ま
り
、
事
業
者
と
し
て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

市
営
バ
ス
の
表
定
速
度
は
現
在
一
三
・
九
㎞
／
ｈ
で

あ
る
が
、
大
ざ
っ
ぱ
な
試
算
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
一

㎞
／
ｈ
向
上
す
れ
ば
約
十
六
億
円
の
費
用
節
減
が
期

待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
定
時
性
・
迅
速
性
が
回
復
さ

れ
れ
ば
お
客
様
の
増
加
も
期
待
で
き
、
環
境
問
題
に

対
応
し
た
公
共
交
通
機
関
へ
の
利
用
転
換
と
い
う
社

会
的
要
請
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
－
公
共
助
成
問
題

　
先
述
し
た
バ
ス
路
線
の
設
定
・
改
廃
に
関
す
る
経

済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
十
五
分
構
想
実
現
に
あ
た
っ

て
の
問
題
点
を
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言

え
る
。

　
十
五
分
構
想
達
成
に
あ
た
っ
て
路
線
を
新
設
す
る

場
合
、
図
－
２
の
よ
う
に
「
必
需
路
線
」
の
範
囲
外

と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
需
要
関
数
の
説
明
変

数
の
中
に
は
、
キ
ロ
当
た
り
圏
域
人
口
、
繁
華
街
数
、

学
校
数
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
値
が
小

さ
い
場
合
に
は
、
需
要
規
模
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
運
行
に
要

す
る
直
接
経
費
も
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
独

立
採
算
下
で
は
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
路
線
の

運
行
維
持
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
担
う
路
線
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
行
政
路
線
」
の

一
環
と
し
て
、
適
切
な
公
共
助
成
が
必
要
で
あ
る
。

公
共
助
成
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
し
ば
し
ば
懸
念

さ
れ
る
の
は
、
安
易
な
公
共
助
成
は
効
率
的
な
事
業

経
営
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
欠
如
を
も
た
ら
し
、

い
わ
ゆ
る
「
親
方
日
の
丸
」
の
放
漫
経
営
に
陥
り
や

す
い
と
の
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
分
析

に
よ
っ
て
企
業
努
力
の
限
界
を
超
え
る
（
必
需
路
線

の
範
囲
を
超
え
る
）
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

４
一
今
後
の
課
題

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

①
－
理
論
上
の
問
題
点

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
分
析
で
は
運
賃
は
一
定
と

仮
定
し
、
価
格
は
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
逆
数
と
し
て
定

義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
需
要
関
数
を
推
計
す
る
基

と
な
っ
た
調
査
デ
ー
タ
が
一
日
分
だ
け
で
あ
り
、
運

賃
水
準
が
異
な
る
場
合
の
需
要
動
向
の
変
化
が
不
明

で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
上
の
制
約
と
、
路
線
の
再
編

成
の
基
準
づ
く
り
の
た
め
に
変
数
を
系
統
距
離
と
運

行
回
数
に
焦
点
を
絞
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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バ
ス
事
業
の
経
営
問
題
を
総
合
的
に
論
じ
る
た
め
に

は
、
運
賃
が
異
な
れ
ば
需
要
動
向
も
変
化
す
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
賃
に
つ
い
て
も
こ
の
分
析

の
中
に
取
り
込
む
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

場
合
、
日
中
運
転
、
休
日
運
転
や
乗
り
継
ぎ
制
度
な

ど
、
需
要
者
サ
イ
ド
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
運
賃
体

系
の
見
直
し
も
検
討
す
べ
き
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
需
要
関
数
の
正
確
性
に
つ
い
て
も
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
需
要
関
数
は
あ
く

ま
で
推
計
で
あ
り
、
決
定
係
数
（
Ｒ
）
で
表
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
現
実
の
事
象
を
正
確
に
言
い
表
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
必
需
路
線
は
平
均
的
な
市
営
バ
ス
路
線

像
を
基
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
路
線
の
設
定
・

改
廃
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
結
果
を
目
安
と
し
て
、

あ
る
程
度
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

②
ｌ
実
務
上
の
問
題
点

　
今
後
、
調
査
を
進
め
て
バ
ス
路
線
の
設
定
・
改
廃

基
準
の
策
定
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
従
っ
て
路
線
の
再
編
成
を
行
う
上
で
、
「
市
営
」

と
い
う
性
格
上
、
お
客
様
が
事
業
に
寄
せ
る
期
待
は

広
汎
・
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し

て
お
客
様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
か
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
共
助
成
に
関
し
て
は
次
の
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
本
分
析
で
推
計
し
て
い
る
需
要
関
数
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
平
成
四
年
度
の
乗
降
客
数
調
査
に

は
約
五
千
万
円
の
費
用
を
投
じ
て
い
る
。
ま
た
、
需

要
関
数
と
費
用
関
数
か
ら
な
る
経
済
学
的
分
析
に
つ

い
て
は
、
平
成
五
年
度
と
六
年
度
の
二
年
間
を
か
け

て
（
財
）
横
浜
・
神
奈
川
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
）
に
委
託
し
て
お
り
、
現
在
、
ま
だ
分
析
の
途
中

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
時
間
と
費
用
が
か
か
る
手
法

を
そ
の
ま
ま
で
毎
年
の
公
共
助
成
の
金
額
決
定
に
採

用
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
平
成

六
年
度
予
算
で
は
、
採
算
性
が
極
端
に
低
く
、
か
つ

行
政
上
の
必
要
性
か
ら
運
行
し
て
い
る
路
線
と
し
て

営
業
係
数
二
百
五
十
以
上
の
運
行
赤
字
に
対
し
て
公

共
助
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
は

分
析
結
果
を
も
と
に
、
た
と
え
ば
営
業
係
数
な
ど
簡

単
に
計
算
で
き
る
指
標
に
置
き
換
え
て
、
一
定
期
間

は
そ
れ
を
基
に
毎
年
の
公
共
助
成
を
決
定
す
る
こ
と

が
現
実
的
と
思
わ
れ
る
。

５
一
お
わ
り
に

　
市
営
バ
ス
路
線
の
設
定
・
改
廃
に
関
す
る
経
済
学

的
分
析
を
も
と
に
「
十
五
分
構
想
」
実
現
に
む
け
た

課
題
を
整
理
し
て
き
た
が
、
同
様
の
こ
と
は
市
内
に

約
半
分
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
民
営
バ
ス
七
社
に
も
あ
て

は
ま
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
民
営
バ
ス
事
業
者
も
含
め
、

バ
ス
事
業
と
鉄
道
、
道
路
整
備
、
交
通
規
制
な
ど
様
々

な
「
十
五
分
構
想
」
達
成
に
む
け
た
施
策
を
整
合
を

と
り
な
が
ら
強
力
に
推
進
し
て
い
く
体
制
の
整
備
も

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
蛇
足
で
あ
る
が
、
筆
者
は
本
稿
の
中
で
敢
え
て

「
利
用
者
」
と
い
う
表
現
を
使
わ
ず
、
「
お
客
様
」
と

い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
現
在
、
交
通
局
で
は
健

全
化
委
員
会
の
最
終
答
申
で
提
言
さ
れ
た
「
お
客
様

満
足
度
の
向
上
」
に
向
け
た
施
策
を
検
討
中
で
あ
る
。

「
お
客
様
満
足
度
」
は
本
委
員
会
の
造
語
で
あ
り
。

一
般
的
に
は
顧
客
満
足
度
（
C
u
s
t
o
m
e
r
　
S
a
t
i
s
f
a
c

t
i
o
n
＝
C
S
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
C
S
の
理

論
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
「
決
定
的
瞬
間
」
（
M
o
m

e
n
t
　
o
f
　
T
r
u
t
h
）
を
顧
客
満
足
と
い
う
視
点
か
ら

見
直
し
て
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
、

苦
情
処
理
業
務
の
向
上
に
よ
る
ロ
イ
ヤ
ル
ー
カ
ス
タ

マ
ー
（
お
得
意
様
）
の
創
出
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
い

う
二
つ
の
観
点
か
ら
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
事
業
は
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
始
ま
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
急
激
な
進
展
に
よ
っ
て
、
走
行
環
境
の
悪
化
↓

運
行
経
費
の
増
大
↓
運
賃
の
値
上
げ
↓
乗
客
の
逸
走

↓
マ
イ
カ
ー
へ
の
シ
フ
ト
↓
走
行
環
境
の
悪
化
と
い

う
悪
循
環
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
今
後
は
、
道

路
網
の
整
備
や
走
行
環
境
改
善
策
な
ど
関
連
す
る
施

策
と
あ
い
ま
っ
て
、
市
営
バ
ス
事
業
が
効
果
的
に
Ｃ

Ｓ
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
増
大
↓
マ

イ
カ
ー
か
ら
の
シ
フ
ト
↓
走
行
環
境
の
改
善
↓
定
時

性
・
迅
速
性
の
回
復
↓
お
客
様
の
満
足
度
向
上
↓
お

客
様
の
増
大
と
い
う
好
循
環
の
中
で
、
「
十
五
分
構

想
」
の
早
期
達
成
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
△
交
通
局
経
営
計
画
担
当
係
長
▽

△
編
集
部
注
▽

注
①
ハ
ン
ド
ル
時
分

　
拘
束
時
間
か
ら
、
始
終
業
の
点
検
時

分
や
休
憩
・
休
息
時
分
を
除
い
た
、
実

質
的
な
乗
務
時
間

注
②
表
定
速
度

　
バ
ス
の
平
均
的
な
運
行
速
度

注
③
「
決
定
的
瞬
間
」
（
Ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ

　
Ｔ
ｒ
ｕ
ｔ
巴

　
企
業
を
代
表
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
顧
客
と
が
接
触
す
る
瞬
間
に
、
顧

客
の
企
業
に
対
す
る
印
象
が
決
定
さ
れ
、

こ
の
印
象
を
い
か
に
管
理
す
る
か
に
企

業
の
経
営
が
か
か
っ
て
い
る
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
。
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ノ
ー
マ
ン
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
者
が
提
唱
し
、

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
航
空
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

経
営
者
の
ヤ
ン
ー
カ
ー
ル
ソ
ン
に
よ
っ

て
経
営
理
念
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
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